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学
教
育
学
部
研
究
年
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第
六
一
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
二
年
二
月
）

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
か
ら
見
た
『
毛
序
』
の
成
立

－
小
雅
・
都
人
士
篇
を
中
心
と
し
て
－

＊

藪

敏

裕

（
二
〇
〇
二
年
十
－
月
二
日
受
理
）

は

じ

め

に

近
年
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
新
出
の
出
土
資
料
は
、
そ
の
数
と
内
容
か
ら

し
て
、
こ
れ
ら
を
無
視
ま
た
は
軽
視
し
て
は
新
し
い
中
国
古
代
文
化
の
研
究

を
行
う
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
っ
た
。
今
日
、
先
秦
か
ら
後
漠
に
か
け

て
の
時
期
の
中
国
文
化
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る

こ
と
抜
き
に
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
新
出
資
料
と
従
来
の

文
献
資
料
と
の
突
き
合
わ
せ
こ
そ
が
、
今
日
最
も
急
を
要
す
る
課
題
で
あ

る
。

一
九
九
三
年
に
発
見
さ
れ
た
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玉
衣
篇
は
、
そ
れ
が
現

行
本
の
『
種
記
』
締
衣
篇
と
か
な
り
近
く
、
か
つ
詩
を
多
数
引
用
す
る
こ
と

か
ら
、
『
詩
』
の
成
立
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
発
見
で
あ
る
。
『
郭
店

楚
墓
竹
簡
』
と
は
、
一
九
九
三
年
の
秋
十
月
に
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
村
に

あ
る
戦
国
中
期
の
楚
墓
（
い
わ
ゆ
る
郭
店
一
号
楚
墓
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
、

楚
系
文
字
で
か
か
れ
た
八
百
枚
以
上
に
の
ぼ
る
竹
簡
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
に
『
老
子
』
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
一

九
九
五
年
二
月
～
三
月
の
『
人
民
日
報
』
海
外
版
な
ど
を
通
じ
て
日
本
に
も

伝
え
ら
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
熱
い
関
心
を
寄
せ
た
。
私
が
こ
れ
を
直
接
目

に
し
た
の
は
、
文
物
出
版
社
か
ら
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た

一
九
九
八
年
五
月
に
北
京
に
お
い
て
で
、
こ
の
中
に
「
玄
衣
」
篇
を
は
じ
め

と
し
て
、
「
大
一
生
水
」
若
、
「
五
行
」
篇
等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
知
る
の

も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
が
発
見
さ
れ
た
郭
店
一
号
墓
の
下
葬
時
期
は
、
そ
の
発

掘
報
告
に
よ
れ
ば
紀
元
前
四
世
紀
中
期
か
ら
前
三
世
紀
初
め
と
さ
れ
て
い

（

1

）

（

2

）

る
。
下
葬
時
期
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
せ
よ

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
成
立
は
そ
れ
以
前
つ
ま
り
前
三
世
紀
初
期
以
前
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
は
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
孔
子
が
礼
を
尊
重
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼

が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
儒
教
の
経
典
に
も
様
々
な
礼
制
に
関
す
る
記
述
が
あ

り
、
漠
代
以
降
各
王
朝
で
儒
教
が
重
ん
じ
ら
れ
る
に
つ
れ
、
こ
れ
ら
の
礼
制

が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
諸
経
書
に
残
さ

れ
た
礼
制
の
記
述
は
お
お
む
ね
簡
略
で
あ
り
、
そ
の
上
も
ば
し
ぼ
相
互
に
矛

盾
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
を
整
理
し
て
理
念
的
な
礼
制
を
提

示
す
る
の
が
、
漠
代
以
降
の
儒
学
者
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
『
詩
』
の
中

に
も
礼
制
の
根
拠
と
な
り
う
る
記
述
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
婚
姻

の
時
期
に
関
す
る
礼
制
は
、
『
詩
』
そ
の
も
の
に
は
そ
れ
を
定
め
た
時
期
に
行
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敏
 
し
、
以
後
こ
れ
に
続
く
聞
一
多
・
松
本
雅
明
・
日
加
田
誠
・
白
川
静
・
赤
塚
 
 

忠
・
家
井
真
ら
の
諸
研
究
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
初
的
意
味
が
い
つ
 
 

薮
 
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
魯
頒
・
 
 

関
宮
篇
の
「
周
公
之
孫
、
荘
公
之
子
」
が
魯
の
債
公
（
紀
元
前
六
五
九
－
六
 
 

二
七
）
 
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
頚
の
成
立
に
関
す
る
松
本
雅
明
 
 

の
 
「
こ
の
よ
う
に
、
「
詩
経
」
中
に
年
代
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
も
つ
詩
 
 

（
5
）
 
 

は
、
前
八
世
紀
末
か
ら
前
六
世
紀
初
頭
に
及
ぶ
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
 
 

い
う
説
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
つ
。
当
然
年
代
を
推
定
で
き
な
い
詩
が
 
 

多
数
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
分
量
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
『
詩
』
と
な
る
の
は
 
 

前
六
世
紀
初
頭
以
降
で
あ
る
と
は
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
ひ
 
 

そ
う
す
る
と
、
戦
国
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
 
 

篇
は
、
前
六
世
紀
初
頭
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
 
 

と
、
漢
代
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
と
の
中
間
に
位
置
 
 

す
る
こ
と
と
な
る
。
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
の
詩
理
解
が
、
『
詩
』
の
原
 
 

初
的
意
味
や
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
『
詩
』
理
解
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
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わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
は
見
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
 
 

序
』
に
あ
っ
て
は
周
南
・
桃
夫
篇
、
陳
風
・
東
門
之
楊
篇
等
に
お
い
て
春
に
 
 

結
婚
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
し
」
『
毛
侍
』
に
あ
っ
て
は
召
 
 

南
・
野
有
死
摩
篇
、
陳
風
・
東
門
之
楊
篇
等
に
お
い
て
秋
に
結
婚
す
る
べ
き
 
 

（
3
）
 
 

で
あ
る
て
と
を
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
議
論
は
あ
く
ま
で
経
書
 
 

と
し
て
の
『
詩
経
』
の
文
章
を
重
視
し
っ
つ
も
、
『
毛
序
』
や
『
毛
侍
』
の
作
 
 

者
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
た
後
代
の
諸
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
の
も
の
で
 
 

あ
る
。
彼
ら
が
『
詩
経
』
中
の
歴
史
的
な
結
婚
制
度
に
ふ
れ
る
と
し
て
も
、
 
 

そ
れ
は
自
説
を
補
強
す
る
た
め
で
は
あ
っ
て
も
、
『
詩
』
が
か
か
れ
た
時
代
の
 
 

（
1
）
 
結
婚
制
度
の
実
態
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

一
方
、
清
朝
考
証
学
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
詩
の
類
型
の
比
較
検
討
、
興
 
 

の
意
味
の
確
定
、
社
会
学
・
宗
教
学
の
援
用
等
の
方
法
を
用
い
た
『
詩
』
の
 
 

原
初
的
意
味
の
究
明
が
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
グ
ラ
ネ
を
先
鞭
と
 
 

る
か
を
分
析
す
れ
ば
、
従
来
の
文
献
の
み
を
用
い
て
行
わ
れ
て
き
た
『
詩
』
 
 

『
詩
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
し
て
い
く
こ
と
 
 

が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
、
『
郭
店
楚
墓
 
 

竹
簡
』
玄
衣
篇
の
詩
理
解
、
及
び
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
等
の
『
詩
』
理
解
を
中
 
 

国
古
代
文
化
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
け
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
解
明
を
本
稿
で
す
べ
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
 
 

な
い
。
本
稿
で
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
章
に
引
用
さ
れ
る
詩
で
あ
 
 

る
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
の
原
初
的
意
味
及
び
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
 
 

都
人
士
篇
理
解
を
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
章
の
都
人
士
篇
理
解
と
比
 
 

較
し
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
の
成
立
と
『
毛
序
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
 
 

察
し
て
み
た
い
。
 
 

二
、
r
詩
』
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
の
 
 

原
初
的
意
味
 
 

『
詩
』
の
研
究
は
、
そ
の
原
初
的
な
意
味
や
成
立
年
代
を
文
献
学
的
な
方
法
 
 

の
み
で
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
実
に
生
き
て
、
唱
わ
れ
た
場
に
 
 

お
い
て
理
解
さ
れ
る
時
に
、
よ
り
本
質
的
な
姿
を
現
す
も
の
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
我
々
は
古
代
中
国
の
宗
教
や
社
会
に
つ
い
て
は
と
ん
ど
知
識
を
持
っ
て
 
 

い
な
か
っ
た
。
『
詩
』
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
に
ま
ず
注
目
し
た
の
は
フ
 
 

ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
M
琶
C
e
－
G
r
a
n
e
t
氏
で
、
そ
の
著
【
．
F
e
t
e
s
e
t
c
h
a
n
・
 
 

S
O
n
S
a
n
C
i
e
n
n
e
s
d
e
－
a
C
h
i
n
e
．
．
（
一
九
一
九
年
、
c
h
a
n
s
O
n
舛
L
く
【
、
日
 
 

本
で
は
『
中
国
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
）
）
で
『
詩
』
 
 

を
通
し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
中
国
古
代
の
村
落
に
お
け
る
祭
礼
を
明
ら
か
 
 

に
し
よ
う
と
し
た
。
『
毛
序
』
や
『
毛
侍
』
の
附
会
を
離
れ
未
開
社
会
と
の
類
 
 

比
に
よ
っ
て
『
詩
』
の
原
初
的
な
意
味
を
見
い
だ
そ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
 
 

一
方
、
一
九
三
一
年
に
『
古
史
弁
』
第
三
冊
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
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た
中
国
に
お
け
る
『
詩
』
の
民
俗
学
的
研
究
は
、
聞
一
多
の
『
詩
経
新
義
』
 
 

『
詩
経
通
義
』
（
共
に
『
清
華
学
報
』
第
十
二
巻
第
一
期
、
民
国
二
十
六
年
一
 
 

月
）
 
に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
し
初
め
て
近
代
的
な
方
法
に
よ
る
研
究
に
入
っ
 
 

た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
ダ
ラ
ネ
・
聞
一
多
の
影
響
の
も
と
松
本
雅
明
・
目
 
 

加
田
誠
・
白
川
静
・
赤
塚
忠
・
家
井
真
ら
の
諸
研
究
が
原
初
的
意
味
を
よ
り
 
 

明
か
に
し
て
い
る
。
 
 
 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
姦
衣
篇
九
章
に
、
 
 

子
日
侶
（
長
）
民
者
、
衣
備
（
服
）
 
不
敗
（
改
）
、
堅
頒
又
（
有
）
票
 
 

（
常
）
、
日
二
（
則
）
民
意
（
徳
）
戎
（
一
）
。
止
又
（
詩
）
鼻
（
云
）
、
元
（
其
）
 
 

頒
不
敗
（
改
）
、
出
言
又
－
（
一
）
、
利
民
所
信
。
 
 

と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
る
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
の
原
初
的
意
味
は
 
 

い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
都
人
士
篇
は
、
 
 

彼
都
人
士
 
狐
蓑
黄
黄
 
其
容
不
改
 
出
言
有
章
 
行
麻
子
周
 
寓
民
 
 

所
望
 
 

彼
都
人
士
 
毒
笠
締
撮
 
彼
君
子
女
 
綱
直
如
髪
 
我
不
見
今
 
我
心
 
 

不
説
 
 

彼
都
人
士
 
充
耳
靖
賓
 
彼
君
子
女
 
謂
之
ヂ
吉
 
我
不
見
今
 
我
心
 
 

完
結
 
 

彼
都
人
士
 
垂
帯
而
屑
 
彼
君
子
女
 
巻
髪
如
毒
 
我
不
見
今
 
言
従
 
 

之
遺
 
 

匪
伊
垂
之
 
帯
則
有
余
 
匪
伊
巻
之
 
髪
則
有
族
 
我
不
見
今
 
云
何
 
 

肝
夫
 
 

と
、
五
章
各
章
六
句
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
。
原
初
的
意
味
を
追
求
す
る
石
川
 
 

忠
久
『
詩
経
』
下
（
一
九
九
七
年
、
明
治
書
院
）
は
、
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
 
 

（
6
）
 
 

「
君
子
」
は
「
祖
霊
」
あ
る
い
は
「
神
霊
」
 
で
あ
り
、
「
我
不
見
今
、
…
」
と
 
 

言
う
句
は
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
「
祖
霊
」
或
い
は
「
神
霊
」
の
降
臨
を
切
 
 

実
に
願
う
常
套
句
で
あ
る
と
考
え
、
「
男
女
の
結
婚
を
、
女
性
が
祖
霊
に
報
告
 
 

す
る
歌
」
と
し
て
い
る
。
都
人
士
篇
を
宗
廟
に
お
い
て
祖
霊
を
呼
び
招
き
そ
 
 

の
加
護
を
求
め
る
祝
祭
歌
と
見
て
い
る
。
こ
の
説
に
基
づ
い
て
、
こ
の
『
詩
』
 
 

に
語
釈
を
加
え
る
。
 
 

O
「
彼
」
は
、
指
示
語
で
「
あ
の
」
。
O
「
都
」
は
、
馬
瑞
辰
が
『
毛
詩
侍
箋
 
 

通
釈
』
の
な
か
で
、
「
瑞
辰
按
、
逸
周
書
大
匡
解
云
、
「
士
惟
都
人
、
考
悌
子
 
 

孫
。
」
是
都
人
乃
美
士
之
称
。
鄭
風
「
淘
美
且
都
」
、
「
不
鬼
子
都
」
、
都
営
訓
 
 

美
。
美
色
謂
之
都
、
美
徳
亦
謂
之
都
、
都
人
猶
言
美
人
也
」
と
い
う
ま
ぅ
に
、
 
 

美
し
い
さ
ま
。
O
「
狐
裏
」
は
、
狐
の
皮
衣
（
か
わ
ご
ろ
も
）
。
O
「
黄
黄
」
 
 

は
高
亨
が
「
黄
、
借
烏
燵
。
燵
燵
、
明
亮
貌
。
古
人
、
穿
皮
襖
、
毛
朝
外
、
 
 

一
望
可
見
」
と
い
う
ご
と
く
、
明
る
輝
く
意
。
O
「
容
」
 
は
、
『
鄭
箋
』
 
に
 
 

「
動
作
容
貌
」
と
あ
り
、
林
義
光
が
「
容
、
従
容
也
。
広
雅
繹
訓
云
、
「
従
容
、
 
 

畢
動
也
」
。
梓
詰
云
、
「
搭
、
動
也
」
。
容
償
借
字
。
搭
後
出
本
字
也
」
と
い
う
 
 

ご
と
く
、
ノ
「
搭
」
の
仮
借
字
で
、
挙
動
の
意
。
「
不
改
」
は
、
『
鄭
箋
』
が
「
有
 
 

常
」
と
す
る
ご
と
く
、
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
様
。
O
「
葦
」
は
、
高
亨
が
「
有
 
 

系
統
、
有
文
彩
」
と
い
う
ご
と
く
、
艶
の
あ
る
さ
ま
。
O
「
周
」
は
、
『
集
侍
』
 
 

は
「
鏑
京
」
と
す
る
。
一
説
に
『
毛
停
』
に
「
周
、
忠
信
也
」
と
あ
る
こ
と
 
 

か
ら
、
林
義
光
は
「
忠
信
薦
周
、
義
本
魯
語
。
詳
見
皇
皇
者
華
篇
。
左
伝
云
、
 
 

行
節
子
周
。
「
萬
民
所
望
、
忠
也
。
」
（
嚢
十
四
年
）
周
薦
至
特
音
。
乃
懇
撃
義
。
 
 

懇
撃
、
謂
之
忠
信
、
亦
謂
之
忠
」
と
、
誠
実
の
意
と
す
る
。
『
毛
侍
』
に
従
っ
 
 

て
お
く
。
O
「
墓
笠
」
は
、
屈
萬
里
が
「
墓
、
即
南
山
有
毒
之
童
、
渉
草
也
。
 
 

毒
笠
、
毒
製
之
笠
也
」
と
い
う
ご
と
く
、
董
製
の
笠
。
壷
は
、
江
村
如
圭
が
 
 

「
ス
ゲ
」
と
い
う
。
「
毒
笠
」
で
、
す
げ
が
さ
の
意
。
O
「
締
撮
」
は
、
高
亨
 
 

が
「
綿
、
黒
色
的
鯛
或
布
。
撮
、
以
布
背
或
綱
帯
束
髪
成
結
烏
撮
。
備
、
加
 
 

干
冠
外
、
垂
干
頚
後
」
と
言
ケ
ご
と
く
、
黒
い
布
で
で
き
た
も
と
ど
り
。
O
 
 

「
君
子
女
」
は
、
屈
寓
里
が
「
彼
君
子
女
、
謂
新
婦
也
」
と
い
う
ご
と
く
、
新
 
 

婦
の
意
。
O
「
綱
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
説
文
「
者
、
髪
多
也
」
。
詩
 
 

作
綱
、
烏
偲
借
字
」
と
い
う
ご
と
く
、
「
鴬
」
の
仮
借
字
で
髪
の
多
い
こ
と
。
 
 

O
「
如
」
は
、
形
容
詞
の
語
尾
。
O
「
充
耳
」
は
、
耳
飾
り
（
衛
風
・
洪
奥
 
 

篇
に
「
充
耳
誘
彗
」
と
あ
る
）
。
O
「
誘
」
は
、
『
毛
侍
』
に
「
美
石
也
」
と
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「
伊
」
は
、
共
に
語
詞
。
O
「
換
」
は
、
『
毛
停
』
に
「
族
、
揚
也
。
」
と
言
う
 
 

ご
と
く
、
立
っ
て
い
る
さ
ま
。
O
「
云
何
」
は
、
「
如
何
」
。
O
「
肝
」
は
、
 
 

薮
 
鄭
箋
に
「
肝
、
病
也
」
と
あ
り
、
林
義
光
が
「
肝
、
讃
鶉
倖
。
説
文
「
惇
憂
 
 

也
。
」
云
何
件
、
猶
言
憂
如
之
何
夫
」
と
言
う
ご
と
く
、
憂
え
る
意
。
 
 

と
な
る
。
こ
の
語
釈
に
よ
る
全
体
の
詩
意
は
、
 
 

○
美
し
き
若
者
、
彼
の
着
る
狐
の
皮
衣
は
僅
々
と
輝
く
。
彼
の
姿
は
い
つ
も
 
 

変
わ
ら
ず
、
ど
の
言
葉
に
も
艶
が
あ
る
。
彼
の
行
動
は
常
に
誠
実
で
、
万
人
 
 

皆
の
仰
ぎ
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 

○
美
し
き
若
者
、
ス
ゲ
笠
に
黒
い
も
と
ど
り
を
着
け
て
い
る
。
あ
の
方
（
祖
 
 

霊
）
 
の
娘
、
豊
か
で
ま
っ
す
ぐ
の
び
た
髪
。
あ
な
た
 
（
祖
霊
）
 
に
会
え
な
け
 
 

れ
ば
私
（
娘
な
い
し
巫
）
 
は
喜
べ
ま
せ
ん
。
 
 

○
美
し
き
若
者
、
耳
飾
り
は
美
し
い
石
。
あ
の
方
の
娘
は
ま
る
で
周
室
と
昏
 
 

姻
関
係
に
あ
る
ヂ
氏
や
賠
氏
の
よ
う
。
あ
な
た
に
会
え
な
け
れ
ば
、
私
の
心
 
 

は
憂
え
る
ば
か
り
。
 
 

○
美
し
き
若
者
、
垂
ら
し
た
帯
は
飾
り
の
よ
う
。
あ
の
方
の
娘
、
巻
き
上
げ
 
 

裕
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あ
る
よ
う
に
、
美
し
い
石
。
O
「
賓
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
孟
子
「
充
 
 

貴
之
謂
美
。
」
是
賓
有
美
義
、
「
充
耳
舞
茸
」
、
猶
浜
奥
詩
「
充
耳
誘
埜
」
。
著
 
 

詩
「
攻
撃
」
、
「
壇
英
」
、
「
擾
螢
」
、
皆
状
其
玉
之
美
。
草
木
有
柴
、
有
英
、
有
 
 

華
有
、
有
賓
。
状
玉
之
美
日
登
、
日
英
、
日
華
、
亦
可
目
貫
、
其
義
一
也
。
 
 

侍
云
「
舞
茸
、
美
石
。
」
輿
洪
奥
侍
「
誘
璧
、
美
石
」
、
詞
義
正
同
」
と
言
う
 
 

ご
と
く
、
耳
飾
り
が
美
し
い
石
で
で
き
て
い
る
こ
と
。
O
「
戸
吉
」
は
、
『
鄭
 
 

箋
』
が
「
吉
讃
烏
嬉
。
ヂ
氏
嬉
氏
、
周
室
昏
姻
膏
姓
」
と
言
う
ご
と
く
、
「
彼
 
 

君
子
女
」
が
、
周
室
と
昏
姻
関
係
に
あ
る
ヂ
氏
や
姑
氏
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
。
 
 

O
「
完
結
」
は
、
林
義
光
が
「
苑
烏
讃
鬱
」
と
言
う
ご
と
ぐ
、
憂
鬱
な
さ
ま
。
 
 

O
「
而
」
は
、
『
鄭
箋
』
が
「
而
亦
如
也
」
と
言
う
ご
と
く
、
「
如
」
の
意
。
 
 

O
「
贋
」
は
、
毛
伝
に
「
属
、
帯
之
垂
者
」
と
言
う
ご
と
く
、
帯
の
垂
ら
し
 
 

た
も
の
。
屈
寓
里
が
「
古
者
、
裂
烏
以
績
帯
薦
飾
。
」
上
い
う
ご
と
く
、
布
を
 
 

裂
い
て
帯
の
飾
り
と
し
た
も
の
。
O
「
葺
」
は
、
さ
そ
り
。
O
「
言
」
「
之
」
 
 

た
髪
は
サ
ソ
リ
の
よ
う
。
あ
な
た
に
会
え
な
け
れ
ば
、
さ
て
こ
そ
嫁
い
で
し
 
 

ま
お
う
か
。
 
 

○
帯
は
わ
ざ
と
垂
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
た
め
に
細
工
を
し
、
髪
は
 
 

単
に
巻
き
上
げ
た
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
た
め
に
結
っ
た
。
で
も
あ
な
た
 
 

に
会
え
な
け
れ
ば
、
私
の
心
は
憂
え
る
ば
か
り
。
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
君
子
」
は
祖
霊
、
「
我
不
見
今
、
 
 

我
心
不
説
」
「
我
不
見
今
 
我
心
完
結
」
「
我
不
見
今
 
言
従
之
邁
」
「
我
不
見
 
 

今
 
云
何
肝
失
」
は
「
祖
霊
」
の
降
臨
を
願
う
常
套
句
で
、
詩
意
は
男
性
と
 
 

の
結
婚
を
、
女
性
な
い
し
女
性
の
代
弁
者
た
る
巫
女
が
自
分
の
祖
霊
に
報
告
 
 

し
ょ
う
と
す
る
歌
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
白
川
静
は
、
こ
の
詩
の
詩
意
を
 
 

「
都
か
ら
釆
た
品
格
の
あ
る
君
子
と
、
そ
の
実
し
い
姫
君
を
賛
美
す
る
歌
。
都
 
 

の
て
ぶ
り
に
憧
れ
る
、
地
方
人
の
気
持
ち
が
歌
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
 
 

彼
は
、
「
都
人
士
」
と
「
彼
君
子
女
」
を
既
婚
の
夫
婦
と
見
て
彼
ら
の
美
し
い
 
 

様
子
に
あ
こ
が
れ
る
地
方
人
の
歌
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
境
武
男
は
、
男
女
 
 

相
愛
の
歌
で
は
な
く
「
都
人
士
」
と
「
彼
君
子
（
都
人
士
）
女
」
を
思
慕
す
 
 

る
地
方
人
の
歌
と
し
て
い
る
。
填
は
「
都
人
士
」
と
「
都
人
士
女
」
と
の
関
 
 

係
を
夫
婦
と
も
恋
人
と
も
見
て
い
な
い
。
 
 
 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
と
共
通
す
る
「
其
容
不
改
」
は
、
こ
れ
ら
の
原
 
 

初
的
意
味
で
は
い
ず
れ
の
場
合
で
も
「
都
人
士
（
若
者
）
」
の
姿
が
い
つ
も
変
 
 

わ
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
後
述
 
 

す
る
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
よ
う
な
規
範
的
な
意
味
は
な
い
。
 
 

三
 
r
毛
博
一
と
r
毛
序
』
 
の
 
 

小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
解
釈
 
 

都
人
士
篇
の
『
毛
侍
』
欄
、
第
一
章
に
「
彼
彼
明
王
也
。
周
、
忠
信
也
」
、
 
 

第
二
章
に
「
墓
、
所
以
禦
暑
、
笠
所
以
禦
雨
也
。
締
撮
、
縮
衣
冠
也
。
密
直
 
 

如
髪
也
」
、
第
三
章
に
「
瑛
、
美
石
也
。
ヂ
、
正
也
」
、
第
四
章
に
′
「
属
、
帯
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之
垂
者
」
、
第
五
章
に
「
旗
、
揚
也
」
、
と
注
す
る
。
『
毛
侍
』
は
、
都
人
士
篇
 
 

の
第
一
章
の
 
「
彼
」
を
古
の
明
王
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
明
 
 

王
の
時
代
に
文
化
・
風
俗
の
理
想
的
な
状
況
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
、
 
 

翻
っ
て
そ
れ
が
衰
退
し
た
現
在
の
状
況
を
「
我
心
不
説
」
「
我
心
亮
結
」
「
云
 
 

何
肝
夫
」
と
嘆
く
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
都
人
士
篇
の
解
釈
 
 

は
、
 
 

○
都
に
住
ん
で
い
た
 
（
い
に
し
え
の
）
明
王
、
彼
の
着
る
狐
の
皮
衣
は
僅
々
 
 

と
輝
い
て
い
た
。
彼
の
姿
は
い
つ
も
変
わ
ら
ず
、
ど
の
言
葉
に
も
艶
が
あ
っ
 
 

た
。
彼
の
行
動
は
常
に
誠
実
で
、
万
人
す
べ
て
の
仰
ぎ
見
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
 
 

た
。
 
 

○
都
に
住
ん
で
い
た
 
（
い
に
し
え
の
）
明
王
、
厚
さ
を
避
け
雨
を
避
け
る
ス
 
 

ゲ
笠
に
黒
い
布
の
も
と
ど
り
を
着
け
て
い
た
。
あ
の
方
（
明
王
）
 
の
娘
は
、
 
 

髪
が
豊
か
で
ま
っ
す
ぐ
で
あ
っ
た
。
（
今
は
）
彼
ら
の
立
派
な
姿
を
見
る
こ
と
 
 

が
で
き
な
い
の
で
、
私
の
心
は
喜
ば
な
い
。
 
 

○
都
に
住
ん
で
い
た
 
（
い
に
し
え
の
）
明
王
、
耳
飾
り
は
美
し
い
石
。
あ
の
 
 

方
（
明
王
）
の
娘
は
正
し
く
幸
運
を
も
た
ら
す
人
で
あ
っ
た
。
（
今
は
）
そ
の
 
 

す
ば
ら
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
私
の
心
は
憂
え
る
ば
か
 
 

り
0
 
 

0
都
に
住
ん
で
い
た
（
い
に
し
え
の
）
明
王
、
余
っ
た
帯
を
垂
ら
し
て
い
た
。
 
 

あ
の
方
（
明
王
）
 
の
娘
、
巻
き
上
げ
た
髪
は
サ
ソ
リ
の
よ
う
で
あ
っ
た
 
（
華
 
 

美
で
は
な
か
っ
た
）
。
（
今
は
）
 
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
 
 

ま
っ
た
が
、
（
今
こ
れ
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
）
こ
れ
に
従
っ
て
行
き
た
 
 

。
 
 

○
帯
は
 
（
華
美
に
）
垂
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
余
り
が
あ
る
か
ら
垂
ら
し
て
 
 

い
た
。
髪
も
（
華
美
に
）
巻
き
上
げ
た
の
で
は
な
く
、
余
り
が
あ
る
か
ら
結
っ
 
 

て
い
た
。
（
今
は
）
こ
の
様
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
私
の
心
は
 
 

憂
え
る
ば
か
り
だ
。
 
 

と
な
る
。
原
初
的
な
解
釈
に
比
較
し
て
、
『
毛
侍
』
は
古
代
の
明
王
の
行
動
を
 
 

懐
か
し
む
と
言
う
形
式
で
間
接
的
に
現
状
を
批
判
し
っ
つ
、
新
た
な
規
範
を
 
 

打
ち
出
し
て
い
る
。
『
毛
侍
』
の
解
釈
で
は
「
我
」
は
往
時
を
懐
か
し
み
現
状
 
 

の
衰
退
を
な
げ
く
憂
国
の
士
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
と
共
通
す
る
「
其
容
不
改
」
に
対
 
 

し
て
、
『
毛
侍
』
は
「
都
人
士
（
古
の
明
王
）
」
の
挙
動
が
い
つ
も
す
ば
ら
し
 
 

か
っ
た
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
の
衰
 
 

退
し
た
現
状
に
対
比
し
て
、
あ
る
種
の
理
想
と
し
て
明
王
の
事
績
を
述
べ
て
 
 

い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
原
初
的
意
味
に
比
べ
若
干
規
範
的
な
意
味
を
 
 

持
っ
て
い
る
。
 
 

一
方
、
都
人
士
篇
の
『
毛
序
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 
 

都
人
士
、
周
人
刺
衣
服
無
常
也
。
古
者
長
民
、
衣
服
不
武
、
従
容
有
常
、
 
 

以
斉
其
民
、
則
民
徳
辟
壷
、
傷
今
不
復
見
古
人
也
。
 
 

「
周
人
」
が
、
服
制
が
一
定
し
な
い
現
状
を
誹
る
詩
と
し
て
い
る
。
都
人
士
篇
 
 

全
体
を
『
毛
序
』
が
単
独
で
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
ば
は
っ
き
り
し
な
い
。
 
 

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
と
共
通
す
る
「
其
容
不
改
」
に
対
し
て
、
原
初
的
 
 

意
味
や
『
毛
侍
』
と
は
異
な
り
、
「
（
統
治
者
は
）
簡
単
に
衣
服
を
変
え
る
べ
 
 

き
で
は
な
い
。
」
と
衣
服
の
混
乱
を
戒
め
る
句
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
 
 

四
、
r
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
の
『
詩
」
理
解
 
 

（
都
人
士
篇
を
例
と
し
て
）
 
 

以
上
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
を
検
討
し
、
『
毛
侍
』
や
『
毛
序
』
 

附
会
を
極
力
排
除
し
て
、
『
詩
』
の
原
初
的
意
味
が
か
な
り
復
元
で
き
る
こ
と
 
 

を
述
べ
た
。
一
方
『
毛
停
』
や
『
毛
序
』
が
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
 
 

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
、
話
を
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
に
移
し
た
い
。
玄
衣
篇
は
一
 
 

部
例
外
は
あ
る
も
の
の
は
ぼ
各
章
で
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
 
 

れ
る
詩
理
解
が
、
上
述
し
た
原
初
的
意
味
や
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
詩
解
釈
と
 
 一 25－   
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ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
が
分
か
れ
ば
、
従
来
の
文
献
資
料
の
み
を
用
い
 
 

て
画
か
れ
て
き
た
中
国
古
代
文
化
研
究
を
全
面
的
に
検
討
し
直
し
て
い
く
こ
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 
 

小
雅
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
篇
は
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
章
に
、
 
 
 

子
日
侶
（
長
）
民
者
、
衣
備
（
服
）
不
敗
（
改
）
、
奪
頒
又
（
有
）
票
 
 

（
常
）
、
日
二
（
則
）
民
意
（
徳
）
或
（
一
）
。
止
又
（
詩
）
貞
（
云
）
、
元
（
其
）
 
 

頒
不
改
（
改
）
、
出
言
又
－
（
一
）
、
利
民
所
信
。
 
 

（
7
）
 
 

と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
る
。
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
締
衣
』
評
注
」
に
よ
る
と
、
 
 

こ
こ
は
「
先
生
が
言
わ
れ
る
に
は
、
「
民
衆
を
統
治
す
る
も
の
は
、
衣
服
を
変
 
 

え
る
こ
と
を
せ
ず
、
挙
動
を
一
定
に
す
れ
ば
、
民
衆
の
徳
は
斉
一
に
な
る
。
」
 
 

と
。
『
詩
』
に
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
そ
の
姿
、
発
し
た
言
 
 

葉
は
民
情
に
合
い
、
衆
民
に
信
ぜ
ら
れ
よ
う
。
」
と
。
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。
 
 

伝
統
的
に
定
ま
っ
て
い
る
礼
制
・
習
俗
を
改
変
せ
ず
に
維
持
す
べ
き
こ
と
、
 
 

具
体
的
に
は
伝
統
的
な
衣
服
を
簡
単
に
改
変
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
 
 

を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
『
詩
』
の
「
元
（
其
）
頒
不
改
（
改
）
」
 
 

は
、
統
治
者
が
伝
統
的
な
立
ち
居
振
る
舞
い
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
 
 

を
根
拠
づ
け
る
目
的
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
が
引
用
す
る
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
 
 

都
人
士
篇
の
 
「
其
容
不
改
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
原
初
的
意
味
で
は
「
都
 
 

人
士
（
若
者
）
」
の
姿
が
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
い
る
と
 
 

解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
『
毛
序
』
よ
う
な
規
範
的
な
意
味
は
な
い
。
 
 
 

聞
一
多
や
グ
ラ
ネ
以
降
の
研
究
に
よ
り
明
，
 

味
が
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
の
な
か
に
残
存
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
『
郭
 
 

店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
は
、
伝
統
的
に
定
ま
っ
て
い
る
礼
制
・
習
俗
を
改
変
 
 

せ
ず
に
維
持
す
べ
き
こ
と
、
具
体
的
に
は
伝
統
的
な
衣
服
制
度
を
改
変
し
て
 
 

は
な
ら
な
い
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
た
め
都
人
士
篇
を
引
用
し
て
い
る
。
「
元
 
 

（
其
）
頒
不
改
（
改
）
」
は
、
伝
統
的
な
立
ち
居
振
る
舞
い
 
（
服
制
）
を
変
更
 
 

し
て
は
′
な
ら
な
い
と
言
う
意
味
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
訓
 
 

詩
的
な
意
味
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
原
初
的
意
味
で
は
「
い
つ
も
変
わ
ら
 
 

ず
」
 
と
言
う
事
実
を
描
写
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
『
郭
店
楚
墓
竹
 
 

簡
』
 
で
は
「
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
う
規
範
的
な
意
味
あ
い
を
持
た
 
 

さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
と
、
『
毛
侍
』
『
毛
序
』
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
 
 

か
。
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
菟
衣
篇
九
章
と
共
通
す
る
都
人
士
篇
の
 
「
共
容
不
 
 

改
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
原
初
的
意
味
で
は
「
都
人
士
（
若
者
）
」
の
姿
が
 
 

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
規
 
 

範
的
な
意
味
は
な
か
っ
た
。
『
毛
侍
』
は
、
現
在
の
衰
退
し
た
現
状
に
対
比
し
 
 

て
、
理
想
と
し
て
の
過
去
を
述
べ
る
と
言
う
方
法
で
、
や
や
規
範
的
な
意
味
 
 

あ
い
を
持
た
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
『
毛
序
』
で
は
「
（
統
治
者
は
）
簡
単
に
 
 

衣
服
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
強
い
規
範
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
 
 

『
毛
序
』
は
、
規
範
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
言
う
点
で
は
『
郭
店
楚
 
 

墓
竹
簡
』
姦
衣
第
九
章
と
共
通
し
、
原
初
的
意
味
や
『
毛
侍
』
と
は
異
な
っ
 
 

て
い
る
。
し
か
し
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
が
「
伝
統
的
な
衣
服
を
改
変
し
て
は
 
 

な
ら
な
い
」
と
伝
統
保
持
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
毛
序
』
は
衣
 
 

服
の
混
乱
を
戒
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
毛
 
 

序
』
の
解
釈
は
ど
う
し
て
で
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
『
毛
序
』
の
「
古
 
 

者
」
以
下
の
十
九
字
は
、
前
述
し
た
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
章
を
書
 
 

き
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
現
行
本
『
祀
記
』
締
衣
篇
八
葺
か
ら
の
引
用
で
あ
 
 

（
8
）
 
 

る
。
現
行
本
『
産
記
』
締
衣
篇
八
章
に
は
、
 
 

子
日
、
長
民
者
、
衣
服
不
武
、
従
容
有
常
、
以
賓
其
民
、
則
民
徳
童
。
 
 

詩
云
、
彼
都
人
士
、
狐
惑
黄
黄
。
其
容
不
改
、
出
言
有
章
。
行
辟
干
周
、
 
 

寓
民
所
望
。
 
 

と
あ
る
。
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
章
は
、
伝
統
的
衣
服
を
変
え
る
べ
き
 
 

で
は
な
い
と
伝
統
保
持
を
主
張
し
て
い
る
が
、
現
行
本
『
産
記
』
綿
衣
篇
八
 
 

草
は
伝
続
保
持
で
は
な
く
、
衣
服
の
混
乱
が
政
治
的
・
社
会
的
混
乱
に
連
な
 
 

る
こ
と
を
憂
慮
し
、
衣
服
を
簡
単
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
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る
。
こ
こ
で
は
都
人
士
篇
は
衣
服
制
度
の
安
定
と
そ
の
最
終
目
榛
で
あ
る
身
 
 

分
秩
序
の
確
立
・
維
持
と
い
う
主
張
を
権
威
付
け
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
 
 

お
り
、
「
不
改
」
は
本
来
改
変
し
な
い
と
言
う
意
味
で
あ
っ
た
の
が
、
「
不
武
」
 
 

つ
ま
り
「
一
貫
性
を
持
た
せ
る
」
と
言
う
意
味
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
 
 

『
貢
誼
新
書
』
の
等
秀
篇
は
、
 
 

孔
子
日
、
長
民
者
、
衣
服
不
二
、
従
容
有
常
、
以
暫
其
民
、
則
民
徳
一
。
 
 

詩
云
、
彼
都
人
士
、
狐
表
黄
裳
。
行
辟
干
周
、
萬
民
所
望
。
 
 

と
、
前
述
の
現
行
本
『
産
記
』
締
衣
篇
八
草
と
は
ぼ
同
じ
文
章
を
載
せ
て
い
 
 

る
。
伝
統
的
衣
服
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
戦
国
時
代
の
『
郭
店
楚
 
 

墓
竹
簡
』
で
は
な
く
、
衣
服
の
混
乱
が
政
治
的
・
社
会
的
混
乱
に
連
な
る
こ
 
 

と
を
憂
慮
す
る
現
行
本
『
産
記
』
繍
衣
篇
八
章
を
引
用
し
て
い
る
。
『
毛
序
』
 
 

は
、
現
行
本
『
穫
記
』
綿
衣
篇
や
『
責
誼
新
書
』
等
秀
篇
の
思
想
を
「
古
老
」
 
 

と
言
う
表
現
で
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

五
 
お
わ
り
に
 
 

現
在
中
国
を
中
心
と
し
て
、
中
国
古
代
文
化
研
究
の
再
検
討
が
盛
ん
に
行
 
 

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
こ
の
三
十
年
は
ど
の
あ
い
だ
に
出
土
し
た
 
 

移
し
い
数
の
新
出
資
料
が
、
従
来
の
文
献
だ
け
を
用
い
て
行
っ
た
研
究
が
今
 
 

な
お
有
効
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
直
す
必
要
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
 
 

（
9
）
 
 

う
。
こ
の
な
か
か
ら
、
「
疑
古
主
義
」
を
批
判
す
る
、
李
学
勤
教
授
の
『
走
出
 
 

疑
古
時
代
』
（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
代
表
さ
れ
る
「
信
古
主
 
 

義
」
を
標
模
す
る
研
究
者
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
「
疑
古
主
 
 

義
」
は
、
現
在
で
は
古
代
諸
文
献
に
行
き
す
ぎ
た
疑
い
を
か
け
る
方
法
で
し
 
 

か
な
か
っ
た
と
し
て
、
目
的
意
識
的
に
批
判
さ
れ
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
 
 

見
な
さ
れ
て
い
る
。
儒
教
経
典
を
始
め
と
す
る
中
国
古
代
の
諸
文
献
が
無
上
 
 

の
権
威
を
伴
い
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
お
り
（
主
と
し
て
史
記
に
よ
る
）
 
 

の
作
者
・
時
代
・
内
容
等
々
の
も
の
で
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
は
各
時
代
 
 

の
歴
史
的
事
実
を
基
本
的
に
正
し
く
反
映
し
て
い
る
と
信
ず
る
べ
き
だ
と
い
 
 

「
川
）
 
 

う
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
李
学
勤
教
授
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
 
 

を
子
夏
の
作
と
し
て
い
る
。
（
「
封
其
他
原
文
及
其
歴
史
年
代
考
証
重
要
性
的
 
 

〔
〓
－
 
 

研
究
」
 
ア
メ
リ
カ
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
郭
店
老
子
国
際
検
討
会
）
 
こ
れ
は
、
 
 

『
隋
書
』
巻
十
三
、
音
楽
志
上
に
、
 
 

案
漢
初
典
章
滅
絶
、
諸
儒
披
拾
溝
渠
摘
騰
之
間
、
得
片
簡
遺
文
、
興
産
 
 

事
相
関
者
、
即
編
次
以
烏
産
、
皆
非
聖
人
之
言
。
月
令
取
『
呂
氏
春
秋
』
、
 
 

中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
縮
衣
、
皆
取
『
子
恩
子
』
、
楽
記
取
『
公
孫
尼
 
 

子
』
、
檀
弓
残
雑
、
又
非
方
幅
典
詰
之
書
也
。
 
 

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
 
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
 
 

玄
衣
篇
の
出
現
は
、
子
息
学
派
の
解
明
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
と
し
て
学
 
 

会
に
大
き
な
波
紋
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
詩
』
小
雅
・
魚
藻
之
 
 

什
・
都
人
士
篇
を
も
と
に
検
討
し
て
み
る
と
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
九
 
 

章
と
『
産
記
』
締
衣
篇
八
草
は
、
一
見
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
実
は
そ
の
 
 

制
作
意
図
に
「
伝
統
保
持
」
と
「
身
分
秩
序
の
確
立
・
維
持
」
と
い
う
大
き
 
 

な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
解
る
。
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
が
李
学
勤
教
授
の
 
 

言
う
よ
う
に
子
思
の
著
作
だ
と
す
る
と
、
『
穫
記
』
梢
衣
篇
の
作
者
は
誰
な
の
 
 

か
。
『
隋
書
』
音
楽
志
上
の
「
綿
衣
」
と
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
な
の
 
 

か
、
『
穫
記
』
綿
衣
篇
な
の
か
。
今
後
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
玄
衣
篇
と
『
頑
 
 

記
』
締
衣
篇
の
関
係
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
お
も
わ
 
 

れ
る
。
 
 

荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
九
七
 
 

年
第
7
期
）
 
四
七
頁
。
 
 

李
挙
動
「
先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
蓉
見
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
究
』
 
 

中
国
哲
学
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
荏
 
 

仁
義
『
荊
門
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
研
究
』
〔
科
学
出
版
社
、
一
九
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（
3
）
 
 
 

年
）
。
 
 

（
7
）
 
池
田
知
久
監
修
「
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
」
第
三
巻
（
東
 
 

京
大
学
文
学
部
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
 
 

二
〇
日
）
。
 
 

（
8
）
 
佐
川
繭
子
「
郭
店
楚
簡
『
玄
衣
』
と
『
穫
記
』
締
衣
篇
の
関
係
 
 

に
就
い
て
1
先
秦
儒
家
文
献
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
－
」
 
 

（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
二
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
四
頁
。
 
 

（
9
）
 
「
疑
古
主
義
」
と
は
、
儒
教
経
典
を
始
め
と
す
る
中
国
古
代
の
諸
 
 

文
献
が
無
上
の
権
威
を
伴
い
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
お
り
の
 
 

作
者
・
時
代
・
内
容
等
々
の
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
り
、
 
 

あ
る
い
は
中
国
古
代
諸
文
献
の
中
に
措
か
れ
た
内
容
が
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
時
代
の
歴
史
的
現
実
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
 
 

な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
り
し
て
、
経
典
の
文
献
に
対
す
 
 

る
本
文
批
判
を
行
っ
た
り
、
そ
の
内
容
の
分
析
に
基
づ
く
高
等
 
 

批
判
を
進
め
た
り
す
る
事
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
疑
古
主
義
」
 
 

（     （     （  

6 5 4   
）     ）     ）  

九
八
年
）
、
王
藻
弦
「
試
論
郭
店
楚
簡
各
篇
的
撰
作
時
代
及
其
背
 
 

景
…
兼
論
郭
店
及
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
 
 

究
』
所
収
）
、
「
試
論
郭
店
楚
簡
的
抄
寓
時
間
輿
荘
子
的
撰
作
時
 
 

代
（
兼
論
郭
店
輿
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
）
」
（
『
中
国
哲
学
』
一
 
 

九
九
九
年
第
六
期
）
、
池
田
知
久
 

最
古
本
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
輯
、
郭
店
楚
簡
専
号
、
 
 

生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
九
年
）
。
 
 

松
本
雅
明
『
詩
経
詩
編
の
成
立
に
関
す
る
研
究
（
下
）
』
（
東
洋
 
 

文
庫
、
一
九
五
八
年
）
七
一
九
1
七
二
〇
頁
。
 
 

松
本
雅
明
前
掲
書
七
五
五
貞
。
 
 

松
本
雅
明
前
掲
書
六
三
二
頁
。
 
 

家
井
眞
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
「
君
子
」
に
就
い
て
」
（
『
二
松
学
 
 

舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊
』
第
二
十
六
集
所
収
、
一
九
九
六
 
 

を
奉
ず
る
学
者
グ
ル
ー
プ
「
疑
古
派
」
の
活
動
は
、
五
四
運
動
 
 

の
学
術
・
文
化
面
を
担
う
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
一
九
年
 
 

の
胡
適
の
著
書
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』
上
巻
や
一
九
二
三
年
の
 
 

顧
頚
剛
の
論
文
「
輿
銭
玄
同
先
生
論
古
史
書
」
等
に
始
ま
り
、
 
 

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
初
頑
に
発
行
さ
れ
た
 
 

『
古
史
弁
』
全
七
冊
に
よ
っ
て
飛
躍
的
な
進
展
を
み
せ
た
。
 
 

（
1
0
）
 
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
装
錫
圭
「
中
国
古
典
学
童
建
中
応
該
 
 

注
意
的
問
題
」
（
「
古
典
学
の
再
構
築
」
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
 
 

究
会
編
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
四
巻
、
二
〇
〇
〇
 
 

年
）
お
よ
び
池
田
知
久
・
近
藤
浩
之
「
中
国
、
北
京
大
学
で
開
 
 

催
さ
れ
た
「
新
出
土
簡
韓
国
際
学
術
検
討
会
」
」
（
『
東
方
撃
』
第
 
 

百
一
輯
、
二
〇
〇
一
年
一
月
三
十
一
日
）
を
参
照
。
 
 

（
1
1
）
 
池
田
知
久
「
ア
メ
リ
カ
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
「
郭
店
老
子
国
際
 
 

検
討
会
」
」
（
『
東
方
撃
』
第
九
十
六
輯
、
一
九
九
八
年
七
月
三
十
 
 

一
目
）
。
 
 

＊
岩
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大
学
教
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学
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